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監　事監　事

第
65
通
常
総
代
会

　

令
和
４
年
５
月
23
日
㈪
午
前
10
時

30
分
よ
り
、
山
口
市
湯
田
温
泉
「
か

め
福
オ
ン
プ
レ
イ
ス
」
２
階
ロ
イ
ヤ

ル
ホ
ー
ル
東
に
於
い
て
、
第
65
通
常

総
代
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　

定
刻
に
至
り
、
阪
本
常
任
理
事
の

司
会
進
行
に
よ
り
本
会
が
定
款
第
42

条
に
よ
り
、
総
代
総
数
61
名
、
出
席

51
名
、委
任
状
９
名
、欠
席
１
名
の
法

定
数
を
も
っ
て
成
立
宣
言
が
あ
っ
た
。 　

続
い
て
松
永
副
理
事
長
が
開
会
を

宣
言
し
、
業
界
の
物
故
者
の
方
々
に

対
し
黙
祷
を
捧
げ
た
後
、
吉
永
理
事

長
よ
り
挨
拶
が
行
わ
れ
た
。

　

続
い
て
来
賓
祝
辞
に
移
り
、
山
口

県
知
事　

村
岡
嗣
政
様　

代
理　

環

境
生
活
部
次
長　

瀬
原
正
博
様
、
参

議
院
議
員　

江
島　

潔
様
、
参
議
院

議
員　

北
村
経
夫
様
、
㈱
日
本
政
策

金
融
公
庫　

山
口
支
店　

支
店
長　

小
川　

泰
様
４
名
の
方
が
祝
辞
を
述

べ
ら
れ
た
。

　

続
い
て
来
賓
紹
介
と
祝
電
披
露
が

あ
っ
た
。

選
任
さ
れ
た
。

　

議
長
が
登
壇
し
、
議
案
審
議
に
入

る
前
に
、
議
事
録
署
名
人
の
選
出
に

「
議
長
一
任
」
の
声
に
よ
り
廣
石
正

明
氏
、
木
村
真
也
氏
が
選
任
さ
れ
議

案
審
議
に
入
っ
た
。

　

◎　

附
議
事
項

○
議
案
第
１
号　

令
和
３
年
度
事
業

報
告
及
び
収
支
決
算
報
告
承
認
の
件

　

吉
永
理
事
長
よ
り
事
業
報
告
に
つ

い
て
資
料
に
基
づ
き
概
略
説
明
さ
れ
、

ま
た
各
部
の
事
業
報
告
に
つ
い
て
、

資
料
は
事
前
送
付
に
よ
り
ご
披
見
頂

副
理
事
長
が
閉
会
の
辞
を
述
べ
午
後

０
時
00
分
に
終
了
し
た
。

　

以
上
、
全
日
程
を
終
了
し
閉
会
し

た
。

い
て
い
る
事
か
ら
説
明
を
省
略
し
報

告
を
終
え
た
。

　

続
い
て
、
松
永
経
理
部
長
が
決
算

書
に
基
づ
き
収
支
決
算
書
・
損
益
計

算
書
・
一
般
管
理
費
勘
定
内
訳
書
・

貸
借
対
照
表
・
財
産
目
録
・
剰
余
金

欠
損
金
処
分
計
算
書
・
互
助
会
・
政

治
連
盟
・
政
治
活
動
資
金
も
合
わ
せ

て
説
明
が
あ
っ
た
。

　
　

◎
監
査
報
告

　

山
本　

豊
監
事
か
ら
、
定
款
第
49

条
の
規
定
に
基
づ
き
業
務
執
行
状
況

及
び
経
理
と
も
に
適
正
に
記
帳
、
処

理
さ
れ
て
い
る
と
の
報
告
が
あ
っ
た
。

　

全
員
異
議
な
く
挙
手
に
よ
り
可
決

承
認
さ
れ
た
。

○
議
案
第
２
号　

令
和
４
年
度
事
業

計
画
案
及
び
収
支
予
算
案
承
認
の
件

　

吉
永
理
事
長
か
ら
資
料
に
基
づ
き

基
本
方
針
及
び
、
総
合
振
興
対
策
関

係
の
説
明
が
あ
り
、
続
い
て
各
担
当

部
長
よ
り
説
明
が
あ
っ
た
。

　

引
き
続
き
松
永
経
理
部
長
か
ら
、

資
料
に
基
づ
き
収
支
予
算
案
の
説
明

が
あ
っ
た
。

　

全
員
異
議
な
く
挙
手
に
よ
り
可
決

承
認
さ
れ
た
。

○
議
案
第
３
号　

令
和
４
年
度
組
合

費
の
賦
課
額
及
び
徴
収
方
法
に
関
す

る
件

　

松
永
経
理
部
長
か
ら
資
料
に
基
づ

き
組
合
費
・
互
助
会
費
・
徴
収
方
法

に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
。

　

全
員
異
議
な
く
挙
手
に
よ
り
可
決

承
認
さ
れ
た
。

○
議
案
第
４
号　

令
和
４
年
度
最
高

借
入
限
度
額
承
認
の
件

　

松
永
経
理
部
長
よ
り
、
令
和
４
年

度
最
高
借
入
限
度
額
の
提
案
に
つ
い

て
説
明
が
あ
っ
た
。

　

全
員
異
議
な
く
挙
手
に
よ
り
可
決

承
認
さ
れ
た
。

○
議
案
第
５
号　

組
合
定
款
一
部
改

正
（
案
）
承
認
の
件

　

吉
永
理
事
長
か
ら
資
料
に
基
づ
き

組
合
定
款
第
一
章
総
則
第
４
条
の
改

正
の
説
明
が
あ
り
、
全
員
異
議
な
く

挙
手
に
よ
り
可
決
承
認
さ
れ
た
。

　

質
疑
応
答
が
終
わ
り
、
各
議
案
す

べ
て
可
決
承
認
さ
れ
附
議
事
項
の
全

て
を
終
了
し
、
議
長
退
席
後
、
松
永

　

来
賓
紹
介

山
口
県
知
事　

村
岡
嗣
政
様　

代
理　

山
口
県
環
境
生
活
部
次
長

　
　
　
　
　
　
　
　

瀬
原
正
博　

様

参
議
院
議
員　
　
　

江
島　

潔　

様

参
議
院
議
員　
　
　

北
村
経
夫　

様

㈱
日
本
政
策
金
融
公
庫　

山
口
支
店

支
店
長　
　
　
　
　

小
川　

泰　

様

衆
議
院
議
員　

安
倍
晋
三
様　

　

代
理　

秘
書　
　

鮎
川
建
司　

様

衆
議
院
議
員　

岸　

信
夫
様

　

代
理　

秘
書　
　

吉
永
隆
史　

様

衆
議
院
議
員　

高
村
正
大
様

　

代
理　

秘
書　
　

大
賀
廣
史　

様

衆
議
院
議
員　

林　

芳
正
様

　

代
理　

秘
書　
　

冨
村
浩
一　

様

公
益
財
団
法
人　

山
口
県
生
活
衛
生

営
業
指
導
セ
ン
タ
ー

　

経
営
指
導
員　
　

白
銀
政
利　

様

山
口
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会

　

連
携
支
援
部
部
長
佐
々
木
宏　

様

山
口
県
理
容
美
容
学
園　

　

理
事
長　
　
　
　

髙
野
節
子　

様

　

こ
こ
で
、
御
来
賓
の
退
席
と
な
り

全
員
盛
大
な
拍
手
で
送
っ
た
。

　

次
に
表
彰
に
入
り
、
全
理
連　

支

部
共
済
担
当
者
感
謝
状
に
宇
部
支
部

藤
岡
勲
氏
、
勤
続
優
良
従
業
員
表
彰

に
吉
南
支
部　

多
賀
浩
晃
氏
（
ヘ
ア

ー
＆
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ　

フ
ィ
ッ
ク
ス

Ｆ
Ｉ
Ｘ
）
に
賞
状
と
副
賞
が
贈
ら
れ

た
。

　

続
い
て
議
長
選
任
に
移
り
、「
執

行
部
一
任
」
の
声
に
よ
り
議
長
に
岩

崎
健
司
氏
（
岩
国
支
部
）、
副
議
長

に
田
畑　

暁
氏
（
新
南
陽
支
部
）
が
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第
４
０
８
理
事
会

第
１
回　

常
任
理
事
会

令
和
３
年
度
期
末
監
査
会

　

令
和
４
年
５
月
16
日
㈪
午
後
１
時

よ
り
、
山
口
県
理
容
美
容
専
門
学
校

講
堂
に
於
い
て
、
第
４
０
８
理
事
会

が
理
事
全
員
出
席
の
も
と
開
催
さ
れ

た
。

　

始
め
に
、
株
式
会
社　

光
文
堂
の

臼
井
氏
よ
り
、
商
品
の
紹
介
が
あ
っ

た
。

　

松
永
副
理
事
長
開
会
宣
言
の
後
、

吉
永
理
事
長
か
ら
挨
拶
が
あ
り
報
告

事
項
、
協
議
事
項
に
移
っ
た
。

　

◎　

報　

告　

事　

項

１
．
経
過
日
誌
に
つ
い
て

２ 

．
全
理
連
第
１
回
理
事
会
の
経
過

に
つ
い
て

３
．
期
末
監
査
会
の
経
過
に
つ
い
て

４ 

．
山
口
県
理
容
組
合　

共
済
加
入

促
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
実
施
に
つ

い
て

　

阪
本
共
済
部
長
か
ら
別
資
料
に
よ

り
、
今
年
度
対
象
共
済
は
団
体
生
命

（
小
型
）
と
療
養
補
償
共
済
（
所
得

コ
ー
ス
・
医
療
コ
ー
ス
）
等
説
明
が

あ
り
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
応
店
舗
休
業
補
償
制
度
」
に

つ
い
て
も
継
続
の
お
願
い
が
あ
っ
た
。

Ｑ　

コ
ロ
ナ
休
業
補
償
継
続
の
場
合

　
　

掛
金
は
？　
　
　
（
武
田
理
事
）

Ａ　

変
更
は
な
い（
阪
本
共
済
部
長
）

５
．
令
和
４
年
度
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

　

イ
ル
ス
対
応
・
組
合
加
入
キ
ャ
ン

　

ペ
ー
ン
」
に
つ
い
て

６
．
そ
の
他
に
つ
い
て

　

⑴
「
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
」
支
部
負
担

　
　

手
数
料
の
取
扱
い
に
つ
い
て

　

⑵
融
資
・
経
営
等
の
利
用
相
談
会

　
　

に
つ
い
て

　

松
永
経
理
部
長
か
ら
別
資
料
に
よ

り
、
コ
ロ
ナ
案
件
に
係
わ
ら
ず
相
談

に
応
じ
る
等
説
明
が
あ
っ
た
。

　

以
上
、
理
事
長
及
び
担
当
部
長
よ

り
報
告
が
あ
っ
た
。

　

◎　

協　

議　

事　

項

１ 

．
令
和
３
年
度
収
支
決
算
に
つ
い

て

　

松
永
経
理
部
長
か
ら
総
代
会
資
料

に
よ
り
説
明
が
あ
り
、
異
議
な
く
承

認
さ
れ
た
。

２ 
．
令
和
３
年
度
賦
課
金
免
除
者
に

つ
い
て

　

吉
永
理
事
長
か
ら
資
料
に
よ
り
、

詳
細
な
免
除
理
由
を
提
出
し
て
欲
し

い
。
ま
た
、
休
業
届
と
再
開
の
届
け

は
連
絡
し
て
欲
し
い
等
説
明
が
あ
り
、

異
議
な
く
承
認
さ
れ
た
。

３ 

．
第
65
通
常
総
代
会
の
運
営
に
つ

い
て

　

・ 

勤
続
優
良
従
業
員
表
彰
に
つ
い

て

　

松
永
総
務
企
画
部
長
か
ら
総
代
会

資
料
等
に
よ
り
、
吉
南
支
部
（
ヘ
ア

ー
＆
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
Ｆ
Ｉ
Ｘ
）
多
賀

浩
晃
氏
が
選
ば
れ
た
と
説
明
が
あ
っ

た
。
運
営
に
つ
い
て
、
監
査
報
告
は

山
本
監
事
が
行
う
。
駐
車
場
・
駐
車

券
に
つ
い
て
の
説
明
、
ド
レ
ス
コ
ー

ド
の
お
願
い
が
あ
り
、
異
議
な
く
承

認
さ
れ
た
。

４ 

．
生
活
衛
生
改
善
貸
付
制
度
（
衛

経
）
に
係
る
令
和
４
年
度
特
別
融

資
審
査
委
員
会
委
員
に
つ
い
て

　

松
永
経
理
部
長
か
ら
資
料
に
よ
り
、

（
組
合
加
入
６
か
月
以
上
経
過
し
た

組
合
員
が
無
担
保
無
保
証
で
融
資
を

希
望
す
る
場
合
、
審
査
会
に
諮
る
）

５
名
の
委
員
紹
介
が
あ
り
、
異
議
な

く
承
認
さ
れ
た
。

５ 

．
第
74
回
全
国
大
会
代
表
選
手
選

考
会
＆
理
容
競
技
会
に
つ
い
て

　

・
競
技
種
目
の
変
更
に
つ
い
て

　

・ 

実
行
委
員
、
タ
イ
ム
テ
ー
ブ
ル

に
つ
い
て

　

・
入
賞
者
数
、
副
賞
に
つ
い
て

７
月
18
日
㈪
「
中
国
協
議
会
講
師
認

承
講
習
会
」

が
開
催
さ
れ
る
等
説
明
が
あ
り
、
異

議
な
く
承
認
さ
れ
た
。

10
．
そ
の
他
に
つ
い
て

　

⑴
フ
ェ
イ
ス
シ
ー
ル
ド
の
対
応
に

　
　

つ
い
て

　

吉
永
理
事
長
か
ら
口
頭
に
よ
り
、

社
会
貢
献
に
使
用
し
た
い
と
説
明
が

あ
り
、
異
議
な
く
承
認
さ
れ
た
。

　

以
上
、
全
て
の
議
案
に
つ
い
て
異

議
な
く
承
認
さ
れ
審
議
を
終
了
し
、

松
永
副
理
事
長
の
閉
会
宣
言
で
午
後

３
時
01
分
終
了
し
た
。

て
い
る
事
に
、
監
査
の
立
場
か
ら
観

て
も
感
謝
す
る
。
組
合
員
の
減
少
を

ど
う
や
っ
て
止
め
る
か
、
新
規
組
合

員
の
加
入
を
ど
う
や
っ
て
推
進
し
て

い
く
か
の
対
応
は
、
支
部
が
如
何
に

組
合
員
の
為
に
動
く
か
が
非
常
に
大

き
な
ウ
エ
イ
ト
を
占
め
て
い
る
と
思

う
。
県
組
合
と
各
支
部
が
連
携
を
強

め
『
組
合
員
の
た
め
の
組
合
』
と
な

る
よ
う
更
な
る
周
知
を
願
い
た
い
。

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

と
し
て
各
店
舗
に
衛
生
消
毒
の
周
知

徹
底
を
お
願
い
す
る
。
ま
た
、
出
来

る
な
ら
組
合
か
ら
各
店
舗
に
対
し
て
、

援
助
を
し
て
あ
げ
て
頂
き
た
い
。

○
第
65
通
常
総
代
会
に
つ
い
て

　
「
吉
永
理
事
長
」

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防

対
策
に
万
全
を
期
し
た
う
え
で
、
開

催
す
る
事
を
伝
え
た
。

○
そ
の
他

　
「
吉
永
理
事
長
」

　

今
後
の
組
合
運
営
に
つ
い
て
は
、

短
期
・
中
期
・
長
期
各
々
に
展
望
を

持
ち
、
安
定
し
た
運
営
を
す
べ
く
尽

力
し
た
い
と
の
決
意
を
伝
え
た
。

　

以
上
、
忌
憚
の
無
い
意
見
を
交
換

し
合
い
閉
会
し
た
。

　
　
　
　
　

経
理
部
長　

松
永
忠
晴

　

令
和
４
年
５
月
16
日
㈪
午
前
９
時

30
分
よ
り
、
県
組
合
事
務
所
２
階　

会
議
室
に
於
い
て
、
第
１
回
常
任
理

事
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　

午
後
の
第
４
０
８
理
事
会
に
向
け

て
報
告
事
項
、協
議
事
項
と
も
真
剣
・

熱
心
に
審
議
さ
れ
終
了
し
た
。

　

令
和
４
年
５
月
９
日
㈪
午
前
10
時

よ
り
県
組
合
事
務
所
２
階
会
議
室
に

て
、
吉
永
理
事
長
・
松
永
副
理
事
長

（
経
理
部
長
）・
山
本
豊
・
刀
祢
隆
一

両
監
事
出
席
の
下
、
令
和
３
年
度
期

末
監
査
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　

吉
永
理
事
長
挨
拶
に
続
き
次
の
と

お
り
進
行
し
た
。

○
業
界
の
現
状
と
経
過
報
告

　
「
吉
永
理
事
長
」

　

資
料
に
基
づ
き
中
間
監
査
以
降
の

事
業
報
告
が
あ
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
多
く
の
事
業

が
中
止
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
事
、

ま
た
、
実
施
で
き
た
事
業
に
つ
い
て

説
明
が
あ
っ
た
。
併
せ
て
山
口
県
組

合
も
全
国
と
同
様
に
組
合
員
の
減
少

と
高
齢
化
が
進
ん
で
お
り
、
対
策
の

必
要
性
を
述
べ
た
。

○ 

令
和
４
年
度
予
算
編
成
の
概
要
に

つ
い
て

　
「
松
永
経
理
部
長
」

　

資
料
に
基
づ
き
各
勘
定
毎
、
詳
細

に
説
明
。
各
種
助
成
金
を
有
効
活
用

す
る
こ
と
等
に
よ
り
財
源
を
確
保
す

る
よ
う
に
努
め
、
令
和
４
年
度
は
事

業
を
極
力
縮
小
す
る
こ
と
な
く
運
営

す
る
た
め
に
、
互
助
会
会
計
か
ら
の

繰
入
を
し
て
予
算
編
成
を
行
っ
た
旨

説
明
し
た
。

○
令
和
３
年
度
収
支
決
算
報
告

　
「
松
永
経
理
部
長
」

　
（
一
般
会
計
）（
互
助
会
会
計
）（
山

口
県
理
容
政
治
連
盟
）（
山
口
県
理

容
政
治
活
動
資
金
）
に
つ
い
て
、
資

料
に
基
づ
き
説
明
し
た
。

○
監
査
意
見

　
「
山
本
・
刀
祢
監
事
」

　

厳
し
い
財
政
の
中
、
各
種
助
成
金

を
多
く
活
用
し
、
組
合
事
業
活
動
を

極
力
縮
小
す
る
こ
と
な
く
推
進
さ
れ

　

木
村
教
育
部
長
か
ら
当
日
配
布
資

料
に
よ
り
、
全
国
大
会
種
目
に
関
し

て
は
予
選
会
、
県
大
会
種
目
は
理
容

競
技
会
と
し
て
開
催
す
る
等
の
説
明

が
あ
り
、
異
議
な
く
承
認
さ
れ
た
。

Ｑ　

 

４
部
の
モ
デ
ル
審
査
時
は
ウ
エ

ッ
ト
状
態
か
？　
（
川
野
理
事
）

Ａ　

 

審
査
で
は
乾
い
た
状
態
。
準
備

前
審
査
員
が
濡
ら
し
、
開
始
前

に
乾
か
し
て
分
け
る
。

　
　
　
　
　
　
　
（
木
村
教
育
部
長
）

６ 

．
各
支
部
担
当
部
長
会
議
の
日
程

に
つ
い
て

　

松
永
総
務
企
画
部
長
か
ら
資
料
に

よ
り
、
駐
車
場
の
変
更
・
部
の
順
番

変
更
・
印
鑑
の
持
参
（
サ
イ
ン
不
可
）

及
び
、
支
部
単
位
で
の
受
付
・
ド
レ

ス
コ
ー
ド
の
説
明
が
あ
り
、
異
議
な

く
承
認
さ
れ
た
。

７ 

．
令
和
４
年
度
生
衛
業
収
益
力
向

上
セ
ミ
ナ
ー
に
つ
い
て

　

松
永
総
務
企
画
部
長
か
ら
資
料
に

よ
り
、
セ
ミ
ナ
ー
の
利
点
と
し
て
経

費
が
抑
え
ら
れ
る
事
が
大
き
い
。

　

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
し
て
○
生
衛
業

の
収
益
力
向
上
に
関
す
る
テ
ー
マ

（
技
術
講
習
を
推
奨
）
〇
コ
ロ
ナ
感

染
予
防
対
策
の
実
践
と
集
客
等
に
関

す
る
テ
ー
マ
（
保
健
所
の
衛
生
講
習

を
推
奨
）
〇
最
低
賃
金
制
度
へ
の
対

応
に
関
す
る
テ
ー
マ
等
を
選
択
し
て
、

希
望
者
は
予
算
の
関
係
等
事
務
局
と

相
談
し
て
欲
し
い
。
ま
た
、
支
部
で

の
衛
生
講
習
会
場
費
の
上
限
が
１
万

円
で
あ
る
等
説
明
が
あ
り
、
異
議
な

く
承
認
さ
れ
た
。

８ 

．
理
容
組
合
お
客
様
感
謝
祭
に
つ

い
て

　

松
永
総
務
企
画
部
長
か
ら
資
料
に

よ
り
、
全
理
連
が
実
施
す
る
「
理
容

店
に
行
こ
う
！　

Ｇ
Ｏ 

Ｔ
Ｏ 

バ
ー

バ
ー
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
タ
イ
ア
ッ

プ
し
、「
は
ず
れ
抽
選
券
」
を
活
用

し
て
行
う
。
１
店
舗
あ
た
り
２
０
０

枚
を
予
定
。
参
加
店
舗
に
な
る
べ
く

当
選
が
出
る
よ
う
に
し
た
い
と
説
明

が
あ
り
、
異
議
な
く
承
認
さ
れ
た
。

Ｑ　
「
は
ず
れ
抽
選
券
」
と
は
？

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
日
高
理
事
）

Ａ　

 

ま
だ
全
理
連
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

の
詳
細
が
わ
か
ら
な
い
が
、
抽

選
券
に
支
部
名
と
店
舗
名
を
書

い
て
も
ら
い
た
い
。
全
理
連
は

全
店
舗
対
象
な
の
で
、
注
意
が

必
要
。（
松
永
総
務
企
画
部
長
）

９
．
今
後
の
日
程
に
つ
い
て

　

吉
永
理
事
長
か
ら
資
料
に
よ
り
、

７
月
４
日
㈪「
第
１
回
Ｉ
Ｔ
委
員
会
」
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暑中お見舞申し上げます
監　
　

事
刀

祢

隆

一

（
柳
井
支
部
）

監　
　

事
山

本

　

豊

（
宇
部
支
部
）

常
任
理
事　

事
業
部
長

金

井

鉄

夫

（
小
野
田
支
部
）

常
任
理
事　

共
済
部
長

阪
　
本
　
直
　
樹

（
周
西
支
部
）

常
任
理
事　

文
化
・
広
報
部
長

上
　
田
　
憲
　
志

（
長
門
支
部
）

常
任
理
事　

教
育
部
長

木
　
村
　
真
　
也

（
新
南
陽
支
部
）

常
任
理
事　

組
織
部
長

廣
　
石
　
正
　
明

（
下
松
支
部
）

副
理
事
長　

総
務
企
画
、
経
理
・
金
融
部
長

松
　
永
　
忠
　
晴

（
吉
南
支
部
）

理
事
長吉

　
永
　
和
　
義

（
山
口
支
部
）

新
南
陽
支
部

　
　

常
任
理
事
・
支
部
長　

木
村　

真
也

　
　
　
　

 　

副
支
部
長　

松
崎　

勝
己

　
　
　
　
　
　
　

会　

計　

久
賀　
　

浩

　
　
　
　
　
　
　

外
役
員
、
組
合
員
一
同

徳
　
山
　
支
　
部

　
　

理
事
・
支
部
長　

重
国　

達
二

　
　
　
　

副
支
部
長　

國
重　

敦
史

　
　
　
　
　

〃　
　

木
村　

正
史

　
　
　
　
　

会　

計　

三
好　

哲
也

　
　
　
　
　

外
役
員
、
組
合
員
一
同

下
　
松
　
支
　
部

　

常
任
理
事
・
支
部
長　

廣
石　

正
明

　
　
　
　
　

副
支
部
長　

松
中　

政
之

　
　
　
　
　
　

会　

計　

武
居　

重
正

　
　
　
　
　
　

外
役
員
、
組
合
員
一
同

光
　
　
支
　
　
部

　

理
事
・
支
部
長
・
会
計　

高
木　

広
昭

　
　
　
　
　
　

外
役
員
、
組
合
員
一
同

周
　
西
　
支
　
部
　

　
　

常
任
理
事
・
支
部
長　

阪
本　

直
樹

　
　
　

副
支
部
長
・
会
計　

多
田　
　

稔

　
　
　
　
　
　

副
支
部
長　

原
田　

宮
児

　
　
　
　
　
　
　

外
役
員
、
組
合
員
一
同

熊
　
南
　
支
　
部

　
　

理
事
・
支
部
長　

宮
本　

佳
治

　
　
　
　
　

会　

計　

山
中　

弓
子

　
　
　
　
　

外
役
員
、
組
合
員
一
同

柳
　
井
　
支
　
部

　
　

理
事
・
支
部
長　

武
田　

知
久

　
　
　
　
　

会　

計　

田
中　
　

隆

　
　
　
　
　

外
役
員
、
組
合
員
一
同

大
　
島
　
支
　
部

　

理
事
・
支
部
長
・
会
計　

西
口　
　

明

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

外
組
合
員
一
同

岩
　
国
　
支
　
部

    

理
事
・
支
部
長　

日
高　

孝
司

　
　
　
　

副
支
部
長　

濱
安　

益
之

　
　
　
　
　

会　

計　

岩
崎　

健
司

　
　
　
　
　

外
役
員
、
組
合
員
一
同

長
　
門
　
支
　
部

常
任
理
事
・
支
部
長　

上
田　

憲
志

　
　
　
　

副
支
部
長　

久
永　

博
司

　
　
　
　
　

会　

計　

藤
岡　
　

健

　
　
　
　
　

外
役
員
、
組
合
員
一
同

厚
　
狭
　
支
　
部

　

理
事
・
支
部
長
・
会
計　

安
藤　

裕
通

　
　
　
　
　
　

副
支
部
長　

伊
藤　

一
彦

　
　
　
　
　
　
　

外
役
員
、
組
合
員
一
同

小
野
田
支
部

常
任
理
事
・
支
部
長　

金
井　

鉄
夫

　
　
　
　

副
支
部
長　

田
中　

哲
也

　
　
　
　
　

会　

計　

松
吉　

治
夫

　
　
　
　
　

外
役
員
、
組
合
員
一
同

宇
　
部
　
支
　
部

    

理
事
・
支
部
長
・
会
計　

村
田　

長
実

　
　
　
　
　
　

副
支
部
長　

田
川　

健
治

　
　
　
　
　
　
　

外
役
員
、
組
合
員
一
同

美
　
東
　
支
　
部

　
　
　
　

理
事
・
支
部
長　

三
嶋　
　

充

　
　
　

副
支
部
長
・
会
計　

滝
本　

秀
樹

　
　
　
　
　
　
　

外
役
員
、
組
合
員
一
同

萩
　
　
支
　
　
部

　

理
事
・
支
部
長
・
会
計　

池
部　

裕
之

　
　
　
　
　
　

外
役
員
、
組
合
員
一
同

吉
　
南
　
支
　
部

　

  

副
理
事
長
・
支
部
長　

松
永　

忠
晴

　
　
　

副
支
部
長
・
会
計　

原
田　

信
也

　
　
　
　
　
　
　

外
役
員
、
組
合
員
一
同

山
　
口
　
支
　
部

　
　
　
　

 

理
事
・
支
部
長　

川
野　

雅
吏

　
　

    

副
支
部
長
・
会
計　

金
子　
　

肇

　
　
　
　

      　

 

外
役
員
、
組
合
員
一
同

防
　
府
　
支
　
部

　
　

理
事
・
支
部
長　

濵
田　
　

稔

　

副
支
部
長
・
会
計　

渡
辺　

清
文

　
　
　
　
　

外
役
員
、
組
合
員
一
同

講　
　

師
丸

山

宏

二

（
宇
部
支
部
）

講　
　

師
倉

重

勝

憲

（
下
関
支
部
）

講　
　

師
浴

本

孝

嘉

（
岩
国
支
部
）

講　
　

師
岩

崎

健

司

（
岩
国
支
部
）

講　
　

師
瀬

川

晃

一

（
下
関
東
支
部
）

教
育
委
員

望

月

義

弘

（
下
関
支
部
）

教
育
委
員

石

井

正

吉

（
山
口
支
部
）

下
　
関
　
支
　
部

　
　

理
事
・
支
部
長　

望
月　

義
弘

　
　
　
　

副
支
部
長　

三
嶋　

克
典

　
　
　
　
　

会　

計　

河
野　

秀
一

　
　
　
　
　

外
役
員
、
組
合
員
一
同

下
関
東
支
部

    

理
事
・
支
部
長　

本
田　

匡
史

　
　
　
　

副
支
部
長　

瀬
川　

晃
一

　
　
　
　
　

会　

計　

佐
股　

園
文

　
　
　
　
　

外
役
員
、
組
合
員
一
同

事

務

局

一

同

講　
　

師
秋

山

健

朗

（
厚
狭
支
部
）

講　
　

師
佐

野

宙

史

（
下
関
支
部
）

講　
　

師
釼

物

宏

行

（
長
門
支
部
）

　

文
化
広
報
部
長

　
　
　
　
　
　

上

田

憲

志

　

支
部
広
報
部
長

岩　
　

国　
　

浴　
　

本　
　

孝　
　

嘉

大　
　

島　
　

西　
　

口　
　
　
　
　

明

柳　
　

井　
　

河　
　

邊　
　

辰　
　

也

熊　
　

南　
　

杉　
　

谷　
　

洋　
　

子

周　
　

西　
　

原　
　

田　
　

宮　
　

児

　

光　
　
　

菅　
　

光　
　

輝　
　

子

下　
　

松　
　

松　
　

中　
　

政　
　

之

徳　
　

山　
　

仲　
　

山　
　

尚　
　

俊

新
南
陽　
　

田　
　

畑　
　
　
　
　

暁

防　
　

府　
　

濵　
　

田　
　
　
　
　

稔

山　
　

口　
　

西　
　

本　
　

光　
　

徳

吉　
　

南　
　

岩　
　

谷　
　

武　
　

志

　

萩　
　
　

山　
　

根　
　

寛　
　

生

美　
　

東　
　

阿　
　

部　
　

王　
　

則

宇　
　

部　
　

田　
　

川　
　

健　
　

治

小
野
田　
　

田　
　

中　
　

哲　
　

也

厚　
　

狭　
　

伊　
　

藤　
　

一　
　

彦

長　
　

門　
　

上　
　

田　
　

憲　
　

志

下
関
東　
　

竹　
　

岡　
　
　
　
　

久
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令
和
４
年
度
融
資
・
経
営
等
の

利
用
相
談
会
（
徳
山
会
場
）

随
　
筆

「
長
寿
会
（
老
人
会
）
に
入
る
」

　

県
組
合
親
睦
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

大
会
が
開
催
さ
れ
る
事
と
な
っ
た
。

　

私
は
ル
ー
ル
・
マ
ナ
ー
を
習
う
為

に
、
地
元
の
長
寿
会
（
老
人
会
）
に

入
っ
た
。

　

老
人
会
に
は
１
４
１
名
の
爺
ち
ゃ

ん
、
婆
ち
ゃ
ん
達
が
入
っ
て
い
る
。

　

カ
ラ
オ
ケ
部
、
手
芸
部
、
フ
ラ
ダ

ン
ス
部
、
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
部
、
囲

碁
・
将
棋
部
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

部
、
俳
句
・
川
柳
部
、
さ
わ
や
か
健

康
体
操
部
、
百
歳
体
操
部
等
、
多
種

多
様
な
ク
ラ
ブ
が
有
り
、
各
自
趣
味

を
活
か
す
た
め
に
好
み
の
部
に
所
属

し
て
、
皆
さ
ん
元
気
に
走
り
回
り
楽

し
く
活
動
を
し
て
い
る
。

　

私
も
早
速
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
部

に
入
る
こ
と
に
し
た
。

　

練
習
は
毎
週
月
・
水
・
金
曜
日
で
、

朝
８
時
30
分
よ
り
10
時
迄
。

　

私
は
、
休
業
日
の
み
参
加
す
る
事

と
し
た
。

　

老
人
会
に
は
年
１
回
発
行
し
て
い

る
「
月
光
」
と
云
う
冊
子
が
あ
り
、

会
員
の
趣
味
で
も
あ
る
俳
句
・
川
柳
、

こ
と
わ
ざ
等
が
掲
載
さ
れ
、
全
会
員

に
無
料
で
配
布
さ
れ
て
い
る
。

　

時
々
私
も
投
稿
さ
せ
て
も
ら
っ
て

い
る
。
大
変
面
白
い
。

　

皆
さ
ん
、
全
員
声
を
揃
え
考
え
る

こ
と
が
一
番
認
知
症
の
予
防
に
な
る

と
頑
張
っ
て
投
稿
さ
れ
て
い
る
。

　

平
均
年
齢
81
才
の
フ
ラ
ダ
ン
ス
部

の
婆
ち
ゃ
ん
、
今
日
は
年
１
回
の
発

表
会
だ
。

　

大
き
な
声
で
は
云
え
な
い
が
、
腰

は
曲
が
り
背
中
は
丸
く
な
っ
て
い
る

が
大
き
な
鏡
の
前
で
フ
ラ
ダ
ン
ス
用

の
衣
装
…
頭
に
は
花
、
首
に
は
レ
イ

を
巻
き
、
薄
化
粧
を
し
支
度
中
…
曲

が
っ
た
腰
、
丸
く
な
っ
た
背
中
も
不

思
議
、
真
っ
す
ぐ
伸
び
て
見
え
る
。

　

通
り
か
か
っ
た
私
に
「
菅
原
さ
ん

ど
ぉ
ー
」
と
声
を
か
け
ら
れ
た
。

　

突
然
だ
っ
た
の
で「
ウ
ゥ
ー
ン
」と

答
え
る
だ
け
で
、言
葉
は
出
な
か
っ
た
。

　

後
、「
し
ま
っ
た
。
少
し
で
も
優

し
い
言
葉
を
か
け
て
あ
げ
れ
ば
良
か

っ
た
の
に
」
と
悔
い
が
残
る
。

　

し
か
し
、
ダ
ン
ス
を
見
て
、
高
齢

者
の
方
々
が
こ
れ
だ
け
自
信
を
持
っ

て
踊
れ
る
の
は
何
故
か
？

　

８
名
全
員
が
良
く
揃
っ
て
本
当
に

上
手
だ
っ
た
。

　

練
習
を
重
ね
、
重
ね
た
証
だ
と
涙

が
出
、
感
動
し
た
。

　

終
了
し
、
皆
さ
ん
に
「
本
当
に
良

か
っ
た
」
と
伝
え
る
と
、笑
顔
で
「
あ

り
が
と
う
」
が
返
っ
て
き
た
。

　

少
し
楽
に
な
っ
た
気
持
ち
。

　

幾
ら
歳
を
と
っ
て
も
、
人
前
で
踊

っ
た
り
歌
っ
た
り
す
る
事
に
よ
り
自

信
が
つ
き
、
元
気
を
保
ち
、
長
寿
の

秘
訣
だ
と
教
え
ら
れ
た
。

　

長
寿
会
に
は
色
々
な
経
歴
を
持
っ

た
方
が
い
る
。

　

私
も
６
年
間
お
世
話
に
な
っ
て
い

る
が
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
以
外
に

も
数
多
く
学
び
数
多
く
授
か
っ
た
。

　

我
々
夫
婦
も
80
才
過
ぎ
と
な
り
、

二
人
揃
っ
て
元
気
で
現
役
で
仕
事
が

で
き
る
事
を
幸
せ
に
思
う
。

　

私
に
は
目
標
と
す
る
現
役
の
先
輩

が
お
ら
れ
る
。

　

そ
の
方
の
足
跡
を
辿
り
、
長
寿
会

で
学
ん
だ
事
等
を
無
駄
に
せ
ず
、
女

房
共
々
趣
味
を
持
ち
、
こ
れ
か
ら
の

余
生
を
楽
し
く
過
ご
し
何
時
ま
で
も

現
役
で
い
た
い
。

　
　
　
　

菅
原　

一（
下
関
東
支
部
）

　

令
和
４
年
６
月
６
日
㈪
午
前
10
時

よ
り
、
徳
山
駅
前
賑
わ
い
交
流
施
設

に
て
、（
公
財
）
山
口
県
生
活
衛
生

営
業
指
導
セ
ン
タ
ー
主
催
に
よ
る
融

資
・
経
営
等
の
利
用
相
談
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

生
衛
融
資
の
相
談
案
件
に
は
、
㈱

日
本
政
策
金
融
公
庫　

徳
山
支
店

小
川
久
生
融
資
課
長
が
対
応
さ
れ
ま

し
た
。

　

翌
週
の
６
月
13
日
㈪
に
も
県
組
合

事
務
所
２
階
に
て
、
相
談
会
が
開
催

さ
れ
、
法
律
に
係
る
案
件
は
弁
護
士
、

税
務
に
係
る
案
件
は
税
理
士
、
融
資

案
件
は
㈱
日
本
政
策
金
融
公
庫
が

各
々
専
門
家
と
し
て
対
応
す
る
事
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

尚
、
こ
の
相
談
会
の
日
に
都
合
の

つ
か
な
か
っ
た
方
々
へ
の
対
応
策
と

し
て
、
別
の
日
に
個
別
相
談
が
可
能

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ご
希
望
の
方
は
県
組
合
事
務
所
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
知

ら
せ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
　

経
理
・
金
融
部
長　

松
永
忠
晴


